
プロジェクト12 カルデラ体験学習会の周知強化等

・参加費設定などの検討の一環として、10月3日（火）に視察見学会を実施

＜視察見学会の概要＞

日 時：平成29年10月3日（火） 8:45～17:00

参加者：１０名 （うち旅行会社商品造成担当者 4社7名）

行 程：天候不良のため雨天対応となった

立山カルデラ砂防博物館～本宮砂防堰堤など～立山博物館

○以前から立山カルデラのことを知っていたか → 知っていた（７人）、 知らなかった（３人）

○以前から立山カルデラ砂防体験学習会を知っていたか → 知っていた（３人） 、知らなかった（７人）

○ツアー全体の魅力についての評価は → 良い（４人）、やや良い（３人）、普通（２人）

○その他のご意見

→ ・立山砂防の歴史や立山信仰など興味深い話が多く、学習という観点から特に良かった

・ガイドの方の説明が分かりやすく、堰堤は仕組みが分かると面白いと感じた

・雨天時に立山カルデラを見学することができないため、雨天時ならではの特典や特別感が必要

・雨天時は博物館等の見学以外にも、布橋を歩くなど体験できる要素を加えた方がよい

⇒これらのご意見を参考に、来年度は次頁のとおり周知強化に取り組む
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＜参加者からのご意見＞

＜周知強化に向けた取組み＞

視察見学会（本宮砂防堰堤） 視察見学会
（立山カルデラ砂防博物館）
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・現行のバスコースにおいては、定員に満たない状況が
見受けられる
・そのため、まずは、バスコースの一部日程から旅行会社
のパンフレットやオンライン予約サイトへの掲載により、広く
周知を行う

※これまでは、４月頃に体験学習会の実施日を決定していたが、立山砂防
事務所にご協力いただき、決定時期を前倒しし、検討を進めることができた

周知強化案（H30～）

実施日
７・８月の
金曜日

（計８日間程度）

９月・１０月の
金曜日

（計７日間程度）

定員／便 ４０人 ４０人

定員／年間 ３２０人 ２８０人

参加費
３，５００円
※昼食付き

申込方法
・旅行会社
・ＶＩＳＩＴ富山県
（ｵﾝﾗｲﾝ予約ｻｲﾄ）

主な見学箇所 現行と同じ

雨天時の対応
本宮砂防堰堤などを
含めた行程で実施
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＜来年度の周知強化について＞ 白岩堰堤（重要文化財指定）

現行のバスコース

実施日
７～１０月の金曜日
（計１５日間程度）

定員／便 ４０人

定員／年間 ６００人

参加費 ２，０００円

申込方法
・立山カルデラ砂防博物館のHP

・申込用はがき

主な見学箇所
白岩砂防堰堤・立山温泉跡地
六九谷展望台・天涯の湯

雨天時の対応 中止

催行率の高
い一部日程
について
周知強化を
図る

本宮堰堤（重要文化財指定）

現
行
ど
お
り
実
施

【平均催行率
（過去4年）】
７・８月：67.6％
9・10月：82.8％
⇒9・10月は催行
率が高い（雨天中
止率が低い）
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＜晴天時・雨天時のコース案＞

晴天時のコース（案）

9：40 立山カルデラ砂防博物館集合
↓

立山カルデラ砂防博物館内見学
↓

跡津川断層を車内から見学
↓

○立山カルデラ内の見学

・六九谷展望台

・立山温泉跡地、泥鰌池

・天涯の水

・白岩堰堤

・天涯の湯 等

↓

16：15頃 立山カルデラ砂防博物館解散

＜今後の主な検討項目＞

・現行では中止としている雨天時の対応については、新たな取組みであり、視察見学会においても様々なご意見
をいただいていることから、魅力的なものとなるよう検討が必要

雨天時のコース（案）

9：40 立山カルデラ砂防博物館集合
↓

立山カルデラ砂防博物館内見学
↓

○常願寺川の土木技術を見学

・本宮砂防堰堤

・横江頭首工

・左岸連絡水路橋 等

↓

立山博物館内見学

↓

16：15頃 立山カルデラ砂防博物館解散


